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研究成果概要 

2011 年 3 月 11 日の東日本大震災における福島第一原発事故により大気中に放出され

た 137Cs（半減期 30 年）は全球に拡散しており、大規模な大気移流拡散を調べるトレー

サーとして有効である。我々は、事故後、山形大学理学部屋上にアンダーセン・エアー

サンプラーを設置し、大気中放射性セシウムの粒径分布の観測を現在まで継続して行っ

ている。 

図1は、2013年から2019年のアンダーセンサンプラーによって収集された試料中のCs-13

7濃度の推移を示している。約1.5年の時定数の指数関数で減衰している。図2と図3は、2019

年の試料の Be-7濃度および Cs-137濃度の粒径分布である。Be-7は、対数正規関数で表すこ

とができAMAD（Activity Median Aerodynamic Diameter）が1.1 μmであった。しかし、

Cs-137は2～7 μmに増加があり明らかにBe-7と異なったエアロゾル付着特性を示している。

これは、2011年3月の福島原発により放出されたCs-137が森林等に降り積もり、大気中に再

拡散していくとき、時間経過とともに大きな粒径のCs-137が分解していくような現象の可能

性を示している。事故から約10年経過した現在、継続した測定によりその推移を調べていく

ことは重要である。 
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図 2. Be-7濃度の粒径分布 

図 3. Cs-137濃度の粒径分布 

図 1. アンダーセンサンプラーに

よる Cs-137 濃度の時間推移 


